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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】保温性に優れた繊維構造体および該繊維構造体 
を用いた保温性に優れた防寒衣服を提供する。
【解決手段】表生地２、表生地側中綿３、金属蒸着シー 
ト４、裏生地側中綿５、裏生地６の順で積層された繊維 
構造体１において、表生地側中綿の熱伝導率を裏生地側 
中綿の熱伝導率よりも低く設定することにより、外の冷 
気が内部に伝わるのを抑制し、かつ金属蒸着層から発せ 
られる熱を人体側に効率よく伝えることができる。表生 
地側中綿としてポリプロピレンを使用し、裏生地側中綿 
としてポリエステルを使用することが好ましい。
【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
表 生 地 、 表 生 地 側 中 綿 、 金 属 蒸 着 シ ー ト 、 裏 生 地 側 中 綿 、 裏 生 地 の 順 で 積 層 さ れ た 繊 維 構  
造 体 で あ り 、 表 生 地 側 中 綿 の 熱 伝 導 率 が 、 裏 生 地 側 中 綿 の 熱 伝 導 率 よ り も 低 い こ と を 特 徴  
と す る 繊 維 構 造 体 。
【 請 求 項 ２ 】
表 生 地 側 中 綿 が ポ リ プ ロ ピ レ ン で あ り 、 裏 生 地 側 中 綿 が ポ リ エ ス テ ル で あ る こ と を 特 徴 と  
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 繊 維 構 造 体 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 繊 維 構 造 体 を 用 い た 防 寒 衣 服 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 考 案 は 、 保 温 性 に 優 れ た 繊 維 構 造 体 お よ び 該 繊 維 構 造 体 を 用 い た 防 寒 衣 服 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
寒 冷 地 等 で 着 用 す る 保 温 性 が 高 い 防 寒 衣 服 と し て 、 生 地 の 内 側 に 保 温 材 と し て 中 綿 が 入 れ  
ら れ た も の が 使 用 さ れ て い る 。 こ の よ う な 防 寒 衣 服 の 生 地 は 、 表 生 地 と 裏 生 地 が 重 ね て 設  
け ら れ 、 表 生 地 と 裏 生 地 の 間 に 保 温 材 を 挟 ん で 、 縫 い 糸 で 縫 い 合 わ さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 こ の よ う な 防 寒 衣 服 の 保 温 性 を よ り 高 め る た め 金 属 蒸 着 シ ー ト の 使 用 が 提 案 さ れ て  
い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
特 許 文 献 １ に は 、 表 面 に 金 属 蒸 着 層 を 有 す る 長 繊 維 不 織 布 の 表 面 に 、 短 繊 維 ウ ェ ブ を 二 ―  
ド リ ン グ に よ り 結 合 し て な る 層 状 体 を 中 綿 と し 、 表 裏 両 生 地 で 該 中 綿 を 被 っ て な る 外 衣 が  
記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
な お 、 特 許 文 献 １ に は 中 綿 と し て は 天 然 繊 維 ま た は 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ア ク リ ル 、 ナ イ ロ ン  
等 の 合 成 繊 維 が 使 用 で き る と 記 載 が あ る が 、 保 温 性 を よ り 高 め る た め の 手 法 に つ い て は 検  
討 さ れ て い な い 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ５ ８ － １ １ ７ ７ ２ ０ 号 公 報
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
保 温 性 に 優 れ た 繊 維 構 造 体 お よ び 該 繊 維 構 造 体 を 用 い た 防 寒 衣 服 を 提 供 す る こ と を 課 題 と  
す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 考 案 は 保 温 性 に 優 れ た 繊 維 構 造 体 お よ び 該 繊 維 構 造 体 を 用 い た 防 寒 衣 服 に 関 す る も の で  
あ り 、 以 下 の 技 術 を 基 礎 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ １ ） 表 生 地 、 表 生 地 側 中 綿 、 金 属 蒸 着 シ ー ト 、 裏 生 地 側 中 綿 、 裏 生 地 の 順 で 積 層 さ れ た  
繊 維 構 造 体 で あ り 、 表 生 地 側 中 綿 の 熱 伝 導 率 が 、 裏 生 地 側 中 綿 の 熱 伝 導 率 よ り も 低 い こ と  
を 特 徴 と す る 繊 維 構 造 体 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ ２ ） 表 生 地 側 中 綿 が ポ リ プ ロ ピ レ ン で あ り 、 裏 生 地 側 中 綿 が ポ リ エ ス テ ル で あ る こ と を  
特 徴 と す る （ １ ） の 繊 維 構 造 体 。
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【 ０ ０ １ １ 】
（ ３ ） （ １ ） ま た は （ ２ ） の 繊 維 構 造 体 を 用 い た 防 寒 衣 服 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
本 考 案 に よ れ ば 、 保 温 性 に 優 れ た 繊 維 構 造 体 お よ び 該 繊 維 構 造 体 を 用 い た 防 寒 衣 服 を 提 供  
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 繊 維 構 造 体 の 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
本 考 案 の 繊 維 構 造 体 は 、 表 生 地 、 表 生 地 側 中 綿 、 金 属 蒸 着 シ ー ト 、 裏 生 地 側 中 綿 、 裏 生 地  
の 順 で 積 層 さ れ 、 表 生 地 側 中 綿 の 熱 伝 導 率 が 、 裏 生 地 側 中 綿 の 熱 伝 導 率 よ り も 低 い こ と を  
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
表 生 地 と 裏 生 地 に は 、 織 物 、 編 物 、 不 織 布 等 の 布 帛 を 使 用 す る こ と が で き 、 素 材 と し て は  
、 ナ イ ロ ン 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 等 の 合 成 繊 維 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
表 生 地 と 裏 生 地 は 、 そ の 片 面 に 合 成 樹 脂 皮 膜 を 積 層 し て も よ い 。 合 成 樹 脂 被 膜 と し て は 、  
ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 樹 脂 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 、 ポ リ ウ レ タ  
ン 樹 脂 、 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 、 ポ リ ア ミ ド 樹 脂 等 か ら な る 微 多 孔 皮 膜 、 無 孔 皮 膜 、 微 多 孔 皮  
膜 に 無 孔 皮 膜 を 積 層 し た 皮 膜 等 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
金 属 蒸 着 シ ー ト は 、 織 物 、 編 物 、 不 織 布 等 の 布 帛 表 面 に ア ル ミ ニ ウ ム 、 ス テ ン レ ス 、 チ タ  
ン 、 金 、 銀 、 銅 、 プ ラ チ ナ 、 ク ロ ム 、 ニ ッ ケ ル な ど の 金 属 を 蒸 着 さ せ 、 金 属 蒸 着 層 を 形 成  
し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
金 属 と し て は 、 コ ス ト 、 安 全 性 、 蒸 着 加 工 の 安 易 性 等 を 考 慮 す る と 、 ア ル ミ ニ ウ ム 単 独 も  
し く は ア ル ミ ニ ウ ム を 主 成 分 と し 、 そ の 他 の 金 属 を 組 み 合 わ せ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
金 属 蒸 着 層 は 人 体 内 か ら 放 射 さ れ る 赤 外 線 を 反 射 し 、 効 率 的 に 熱 エ ネ ル ギ ー に 変 え る 効 果  
を 得 る こ と を 目 的 に 形 成 さ れ る も の で あ る 。 従 っ て 、 金 属 蒸 着 層 は 少 な く と も 布 帛 の 裏 地  
側 の み に 形 成 さ れ て い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 考 案 に お い て は 、 表 生 地 側 中 綿 の 熱 伝 導 率 が 、 裏 生 地 側 中 綿 の 熱 伝 導 率 よ り も 低 い こ と  
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
表 生 地 側 中 綿 の 熱 伝 導 率 を 裏 地 側 中 綿 の 熱 伝 導 率 よ り も 低 く 設 定 す る こ と に よ り 、 外 の 冷  
気 が 内 部 に 伝 わ る の を 抑 制 し 、 裏 生 地 側 中 綿 の 熱 伝 導 率 を 表 地 側 中 綿 の 熱 伝 導 率 よ り も 高  
く 設 定 す る こ と に よ り 金 属 蒸 着 層 か ら 発 せ ら れ る 熱 を 人 体 側 に 効 率 よ く 伝 え る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
中 綿 と し て は 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン （ 熱 伝 導 率 ０ . １ ２ Ｗ ／ ｍ ・ ｋ ） 、 ポ リ エ ス テ ル （ 熱 伝 導  
率 ０ . ２ ０ Ｗ ／ ｍ ・ ｋ ） 、 ア ク リ ル （ 熱 伝 導 率 ０ . ２ １ Ｗ ／ ｍ ・ ｋ ） 、 ナ イ ロ ン （ 熱 伝 導 率  
０ . ３ ８ Ｗ ／ ｍ ・ ｋ ） 等 の 合 成 繊 維 や 、 羽 毛 （ 熱 伝 導 率 ０ ． ３ ５ Ｗ ／ ｍ ・ ｋ ） 、 ウ ー ル （  
熱 伝 導 率 ０ . ３ ７ Ｗ ／ ｍ ・ ｋ ） 、 綿 （ 熱 伝 導 率 ０ . ５ ４ Ｗ ／ ｍ ・ ｋ ） 等 の 天 然 繊 維 を 単 独 も  
し く は 混 合 し た も の を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 考 案 の 繊 維 構 造 体 に お い て は 、 表 生 地 側 中 綿 を ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 裏 生 地 側 中 綿 を ポ リ エ  
ス テ ル と す る こ と が 好 ま し い 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
本 考 案 の 繊 維 構 造 体 は 防 寒 衣 服 等 に 好 適 に 用 い ら れ る 。 衣 服 と し て は 、 ジ ャ ケ ッ ト 、 ベ ス  
ト 、 雨 衣 、 ス カ ー ト 、 パ ン ツ 、 帽 子 、 靴 下 、 手 袋 、 イ ン ナ ー 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
以 下 、 実 施 例 を 示 し 、 本 考 案 に つ い て 具 体 的 に 説 明 す る が 、 本 考 案 は 下 記 の 実 施 例 に 制 限  
さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
＜ 実 施 例 の 繊 維 構 造 体 ＞
表 生 地 ： ナ イ ロ ン 織 物
表 生 地 側 中 綿 ： ポ リ プ ロ ピ レ ン
金 属 蒸 着 シ ー ト ： ア ル ミ ニ ウ ム 蒸 着 不 織 布
裏 生 地 側 中 綿 ： ポ リ エ ス テ ル
裏 生 地 ： ナ イ ロ ン 織 物
【 ０ ０ ２ ７ 】
＜ 比 較 例 の 繊 維 構 造 体 ＞
表 生 地 ： ナ イ ロ ン 織 物
中 綿 ： ポ リ エ ス テ ル
裏 生 地 ： ナ イ ロ ン 織 物
【 ０ ０ ２ ８ 】
実 施 例 の 繊 維 構 造 体 、 比 較 例 の 繊 維 構 造 体 を 用 い て 作 成 さ れ た 防 寒 ジ ャ ケ ッ ト を 、 下 記 の  
気 候 条 件 に お い て そ れ ぞ れ 着 用 し て 静 止 し 、 着 用 直 後 、 ５ 分 後 、 １ ０ 分 後 、 １ ５ 分 後 の ジ  
ャ ケ ッ ト 内 の 被 験 者 背 中 部 の 温 度 を サ ー モ グ ラ フ ィ ー に て 計 測 し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
＜ 気 候 条 件 ＞
天 気 ： 晴 れ （ 微 風 ）
気 温 ： ６ ～ ８ ℃
【 ０ ０ ３ ０ 】
計 測 結 果 は 次 の と お り で あ り 、 本 考 案 の 繊 維 構 造 体 を 用 い た 防 寒 衣 料 は 優 れ た 保 温 性 を 有  
し て い る こ と が 見 て 取 れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
＜ 実 施 例 ＞
着 用 直 後 ： ２ １ ． ５ ℃
５ 分 後     ： ２ ６ ． ７ ℃
１ ０ 分 後   ： ２ ８ ． ３ ℃
１ ５ 分 後   ： ２ ８ ． ２ ℃
【 ０ ０ ３ ２ 】
＜ 比 較 例 ＞
着 用 直 後 ： ２ １ ． ５ ℃
５ 分 後     ： ２ ６ ． ２ ℃
１ ０ 分 後   ： ２ ６ ． ２ ℃
１ ５ 分 後   ： ２ ６ ． ５ ℃
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
本 考 案 の 繊 維 構 造 体 は 保 温 性 に 優 れ 、 防 寒 衣 服 等 に 好 適 に 用 い ら れ 得 る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
１           繊 維 構 造 体
２           表 生 地
３           表 生 地 側 中 綿
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４           金 属 蒸 着 シ ー ト
５           裏 生 地 側 中 綿
６           裏 生 地
【 図 面 】
【 図 １ 】
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